
質
問
者
　
　
原
田
　
　
博

保
育
所
の
今
後
の
あ
り
方
、

具
体
的
推
進
を
望
み
ま
す

問
　
市
内
に
働
く
場
が
あ
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
市
内
へ
の
定
住
が
選

ば
れ
な
い
要
因
と
し
て
、「
医
療
体

制
」「
買
い
物
な
ど
の
利
便
性
」
な
ど

に
対
す
る
不
満
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
要
因
を
解
消
し
て
い
く

よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
育
・

子
育
て
環
境
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
く
な
ど
、
若
者
・
子
育
て
層
が
定

住
し
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
と
し
て

の
魅
力
を
総
合
的
に
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
、
総
合
計
画
基
本
構
想

で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
解
決
策
の
一
つ
が
保
育
所
の

あ
り
方
で
あ
り
、
公
立
保
育
所
の
再

編
な
ど
、
今
後
の
具
体
的
且
つ
、
明

確
な
方
向
性
を
早
急
に
示
す
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。

　
併
せ
て
、
保
育
所
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
施
設
の
老
朽
化
を
始
め
と
し

た
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
再
編

に
向
け
た
、
対
応
を
問
い
ま
す
。

答　

新
た
な
方
針
「
大
竹
市
公
立
保
育

所
等
の
今
後
の
あ
り
方
」
に
基
づ
き
、

公
立
保
育
所
の
今
後
の
具
体
的
な
方
向

性
を
定
め
た
計
画
の
策
定
作
業
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
施
設
の
整
備

方
法
や
時
期
な
ど
計
画
に
盛
り
込
む
内

容
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

公
立
保
育
所
の
適
切
な
配
置
に
つ
い

て
は
、
公
立
保
育
所
が
抱
え
る
課
題
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
児
童
・
職
員
の

安
全
確
保
や
、
現
在
の
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
構
造
や
設
備
、
正
規
職
員
数

の
不
足
に
よ
る
安
定
的
な
保
育
の
提
供

な
ど
へ
の
不
安
、
ま
た
、
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
不
足
に
よ
る
送
迎
時
の
事
故
の
危

険
性
や
周
辺
環
境
へ
の
影
響
な
ど
の
解

消
ほ
か
、
今
後
の
保
育
需
要
の
見
込

み
、
保
護
者
の
利
便
性
、
地
域
性
、
民

間
保
育
所
の
配
置
状
況
な
ど
か
ら
、
効

果
的
・
効
率
的
な
保
育
所
運
営
を
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第 4回定例会

原田　　博
●大竹市公立保育所の今後のあり方への具体的推進
について問う。

山崎　年一
●大竹市まち・ひと・しごと創生総合戦略・人口ビ
ジョンを問う
●平成28年度予算編成に臨む市長の方針を問う

田中　実穂
●公共料金や市税などのコンビニ納付の導入について
●防災減災対策について

日域　　究
●「鶏から卵」ではなく「卵から鶏」へ　
　「まち・ひと・しごと」総合戦略
●市営住宅は適切な管理運営がされていますか

賀屋　幸治
●恵川橋補修工事に合わせた歩道橋の併設可否につ
いて
●岩国大竹道路開通後の予想される渋滞対策について
●新町雨水排水ポンプ場の計画変更に伴う今後の取
組について
●玖波７丁目及び湯舟町内の道路側溝改良について
●公民館活動への支援の充実と活用策について

細川　雅子
●障害者差別解消法施行に伴う準備について
●障害者地域生活支援拠点の整備への取り組みにつ
いて

立戸保育所
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30,000（人）

25,000

20,000

19,078

28,835
大竹市人口ビジョン「将来人口の見通し」

※「社人研準拠」人口とは、「国立社会保障・人口問題研究所」の人口推計の考え方に準拠した将来人口のこと

社人研準拠

大竹市
将来人口の見通し
大竹市
将来人口の見通し

21,784

15,000

10,000
H22

（2010）
H27

（2015）
H32

（2020）
H37

（2025）
H42

（2030）
H47

（2035）
H52

（2040）
H57

（2045）
H62

（2050）
H67

（2055）
H72

（2060）

12,836

18,053

◆平成72（2060）年に18,000人
◆人口構造のアンバランス改善
◆平成72（2060）年に18,000人
◆人口構造のアンバランス改善

質
問
者
　
　
田
中
　
実
穂

公
共
料
金
や
市
税
な
ど
に

コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
導
入
を

問　
隣
の
廿
日
市
市
も
、
11
種
類
の

コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
平

日
に
市
役
所
や
金
融
機
関
に
出
向
く
の

が
難
し
い
方
の
利
便
性
を
図
る
た
め

に
、
ま
た
、
年
末
年
始
や
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
、
更
に
国
民
の
祝
日
が
増
え

三
連
休
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
期
間
内

納
付
を
進
め
る
上
か
ら
も
、
コ
ン
ビ
ニ

納
付
の
導
入
を
求
め
ま
す
。

答　

納
税
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る

た
め
、
懸
案
事
項
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

検
討
し
て
い
ま
す
。
納
税
者
の
利
便
性

の
向
上
は
期
待
で
き
る
も
の
の
、
導
入

コ
ス
ト
に
約
900
万
円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
約
350
万
円
必
要
と
見
込
ん
で
お

り
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
現
在
の
と

こ
ろ
は
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
導
入
を
見

送
り
、
口
座
振
替
払
い
の
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

防
災
減
災
対
策
で
、

路
面
下
の
空
洞
調
査
の
実
施
を

問　
路
面
下
の
状
況
は
容
易
に
確
認
出

来
ま
せ
ん
。
埋
設
さ
れ
て
い
る
上
下
水

道
管
な
ど
が
老
朽
化
し
、
亀
裂
に
よ
り

質
問
者
　
　
山
崎
　
年
一

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
総
合
戦
略
」を問

う

問　
大
竹
市
も
、
国
の
要
請
に
応
じ

人
口
の
将
来
展
望
を
示
す
「
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

多
く
の
自
治
体
は
国
と
同
様
の
出
生
率

を
設
定
し
、
移
住
者
や
定
住
者
を
増
や

す
な
ど
、
人
口
流
出
を
食
い
止
め
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
」
を
問
う
。

答　

人
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
客
観
的
な

デ
ー
タ
や
分
析
に
基
づ
き
、
将
来
の
方

向
性
を
明
示
し
て
い
ま
す
。
総
合
戦
略

に
は
、
平
成
31
年
度
ま
で
に
実
施
し
よ

う
と
す
る
施
策
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
、
施
策
や
事
業
の
指
標
を

設
定
し
て
お
り
、
評
価
・
検
証
し
な
が

ら
成
果
を
確
認
し
、
よ
り
よ
い
も
の
に

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

28
年
度
予
算
編
成
方
針
を
問
う

問　
来
年
度
も
引
き
続
き
、
高
齢
化

の
進
展
に
よ
り
医
療
・
福
祉
・
介
護
な

ど
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
も
進
ん
で

空
洞
が
発
生
し
陥
没
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
全
国
で
毎
年
５
，
０
０
０
ヶ
所
の

道
路
陥
没
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
国
の

防
災
、
安
全
交
付
金
を
活
用
し
て
空
洞

調
査
の
実
施
を
！

答　

路
面
陥
没
は
、
大
き
な
事
故
に

つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
進
化

す
る
調
査
機
器
の
状
況
、
調
査
費
用
、

国
の
補
助
制
度
と
い
っ
た
情
報
収
集
を

行
い
、
総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
レ
ー

ダ
ー
探
査
機
に
よ
る
「
路
面
下
空
洞
調

査
」
の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

い
る
。
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
と
思
う
が
、
新
年
度
の
市
長
の
予
算

編
成
方
針
を
問
う
。

答　

歳
入
の
範
囲
で
し
か
運
営
で
き

な
い
地
方
財
政
の
仕
組
み
に
お
い
て
、

総
合
戦
略
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

予
算
要
求
額
の
上
限
を
設
定
し
、
歳
出

削
減
に
よ
り
財
源
を
捻
出
し
ま
す
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
な

ど
、
新
た
な
歳
入
確
保
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
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130,000
（全国：千人） （大竹市：人）

120,000

32,78232,782
34,54634,546

38,14538,145 37,63737,637 36,07536,075
34,76034,760 33,23633,236 32,85032,850 31,40531,405 30,27930,279 28,83628,836 28,32628,326

大竹市

全国

110,000

100,000

90,000

80,000

70,000

60,000

50,000
S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H26

大竹市人口ビジョン「大竹市と全国の人口推移」

資料：国勢調査（昭和30（1955）年～平成22（2010）年）、総務省人口推計（全国）（平成26（2014）年10月1日時点）、
　　　住民基本台帳（大竹市）（平成26（2014）年9月30日時点）

50,000

45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

大竹市では33年も前に人口が減り始めたが…大竹市では33年も前に人口が減り始めたが…

38,45738,457

大竹市ピーク
S50（1975）年

全国ピーク
H20（2008）年

S
48 

第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

S
54 

第
2
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

H
3 

バ
ブ
ル
崩
壊

H
20 
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

質
問
者
　
　
賀
屋
　
幸
治

恵
川
橋
補
修
工
事
に
合
わ
せ
た

歩
道
橋
の
併
設
可
否
に
つ
い
て

問　

平
成
28
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
恵
川
橋
補
修
工
事
に
お
い
て
、
従
前

よ
り
玖
波
地
区
の
先
輩
議
員
や
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
切
望
さ
れ
て
い
た
歩
道
橋

の
設
置
に
つ
い
て
、
今
回
の
補
修
工
事

と
合
わ
せ
た
施
工
が
可
能
な
の
か
を
問

う
。
ま
た
、
工
事
中
の
迂
回
路
を
含
む

安
全
対
策
を
問
う
。

答　

歩
道
の
設
置
は
検
討
し
た
結
果
、

構
造
的
に
可
能
と
判
断
で
き
ま
し
た
の

で
、
整
備
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

工
事
中
の
迂
回
路
は
、
市
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事
前
周
知
の
う
え
、

工
事
業
者
決
定
後
に
地
元
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
併
せ
て
、
恵
川
橋
周
辺
部
の

市
道
の
点
検
や
修
繕
に
よ
り
、
安
全
対

策
を
行
い
ま
す
。

新
町
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
計
画
変
更

に
伴
う
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

問　

大
竹
地
区
の
雨
水
対
策
と
し
て

注
目
を
さ
れ
て
い
る
こ
の
ポ
ン
プ
場

は
、
計
画
変
更
に
伴
い
完
成
時
期
の
遅

延
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
改
め
て
整
備
期

間
を
問
う
。
ま
た
、
計
画
の
整
合
性
を

質
問
者
　
　
日
域
　
　
究

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
戦
略

問　

政
府
は
お
金
ま
で
配
っ
て
地
方

創
生
戦
略
を
作
れ
と
迫
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
や
り
方
を
見
直
せ
と
も
言
っ

て
い
ま
す
。

　
大
竹
市
は
石
油
危
機
ま
で
は
企
業
の

拡
大
に
人
口
の
増
加
が
伴
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
降
は
企
業
業
績
に
か
か

わ
ら
ず
働
く
人
が
減
り
人
口
も
減
少
を

続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
30
年
も
前
か

ら
の
傾
向
で
あ
り
な
が
ら
、
市
の
施
策

は
企
業
の
支
援
中
心
で
今
に
い
た
っ
て

い
ま
す
。
特
に
工
業
用
地
の
た
め
の
大

願
寺
開
発
で
は
残
っ
た
127
億
円
の
借
金

を
市
民
み
ん
な
で
返
済
し
続
け
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
遂
に
人
口
は
旧
大
野

町
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
今
こ
そ
、
大
切
な
生
活
道
路
を
作
る

な
ど
市
民
生
活
優
先
の
ま
ち
作
り
に
転

換
す
べ
き
で
す
。「
大
竹
は
働
く
所
で

あ
り
、
住
む
所
で
は
な
い
」
こ
れ
で
は

大
竹
の
未
来
は
描
け
ま
せ
ん
。
方
向
を

変
え
ま
せ
ん
か
。

答　

本
市
で
は
、
人
口
減
少
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
20
年
度
に
大
竹
市
定
住

促
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

取
組
を
進
め
た
結
果
、
社
会
動
態
は

徐
々
に
改
善
し
、
近
年
で
は
転
入
超
過

保
ち
な
が
ら
一
部
施
設
を
先
行
整
備
し

早
期
の
供
用
が
可
能
な
の
か
を
問
う
。

答　

事
業
計
画
変
更
を
踏
ま
え
て
、
道

路
計
画
と
下
水
道
計
画
の
詳
細
な
検
討

に
入
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
部
施
設
の
先
行
整
備

に
つ
い
て
は
、
流
入
管か

ん
き
ょ渠
の
完
成
を
待

た
ず
に
ポ
ン
プ
を
運
転
可
能
に
す
る
な

ど
の
検
討
は
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
岩
国
大
竹
道
路
開
通
後
の
予
想
さ
れ

　
る
渋
滞
対
策
に
つ
い
て

〇
玖
波
７
丁
目
及
び
湯
舟
町
内
の
道
路

　
側
溝
改
良
に
つ
い
て

〇
公
民
館
活
動
へ
の
支
援
の
充
実
と
活

　
用
策
に
つ
い
て

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
わ
が
ま
ち
プ
ラ
ン
後
期
基

本
計
画
と
総
合
戦
略
を
一
体
の
も
の
と

し
て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
の
各

分
野
で
、
創
業
支
援
な
ど
暮
ら
し
に
密

着
し
た
取
組
、
休
日
保
育
な
ど
子
育
て

環
境
の
充
実
、
小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
な
ど
便
利
さ
や
喜
び
を
実
感
で
き
る

取
組
を
進
め
、
定
住
を
促
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

三
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
・
事
業
の
相
乗
効
果

に
よ
り
、
い
ま
住
ん
で
い
る
方
が
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
感
じ
、
市
外
の
方
も
住

ん
で
み
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
「
よ
い
ま

ち
」
の
実
現
に
む
け
、
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。

第 4回定例会

現況の恵川橋（平成28年1月現在）

―　  ―122016（平成 28 年）. 2
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1
生活環境委員会　先進地事例調査研究
総務文教委員政策研究会
全国市議会議長会

産業経済委員会（東京都）
総務文教委員会先進地事例調査研究
生活環境委員政策研究会
議会運営員会
小方地域まちづくり対策特別委員会
広報広聴特別委員会
基地周辺対策特別委員会
本会議
議員全員協議会
総務文教委員会
総務文教委員協議会
総務文教委員政策研究会
議会改革調査会
生活環境委員会
生活環境委員協議会
生活環境委員政策研究会

11月4日～6日
6日
11日

17～19日
19日
26日

27日
12月 3日

4日
7日

8日

小方地域まちづくり対策特別委員会
本会議
議員全員協議会
広報広聴特別委員会　　　　　
広報広聴特別委員会
広島県市議会議長会
西部ブロック議員研修会（廿日市市）
石油基地防災対策
都市議会協議会（和歌山市）

千葉市議会
　市立小学校及び中学校の

空調設備設置について
熊本県荒尾市議会
　市議会だよりの編集について
千葉県木更津市議会
　公共交通について
三重県名張市議会
　定住促進について

9日
17日

24日
1月13日

21～22日

【視察来訪】
11月10日

16日

1月12日

28日

質
問
者
　
　
細
川
　
雅
子

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
に

向
け
て
の
準
備
の
状
況
は
？

問　

障
害
者
差
別
解
消
法
が
平
成
28

年
4
月
1
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
市
は
、
市
広
報
や
「
あ
い
サ
ポ
ー

ト
」
に
よ
る
市
民
や
職
員
へ
の
啓
発
等

を
行
っ
て
き
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
ソ

フ
ト
面
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
整
備
す
る

べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
の
課
題
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答　

法
施
行
ま
で
に
、
職
員
に
対
し
、

国
や
県
が
収
集
し
た
障
害
を
理
由
と
す

る
不
当
な
差
別
的
取
扱
や
、
合
理
的
配

慮
の
さ
れ
た
事
例
を
配
布
、
ま
た
、
窓

口
対
応
や
事
務
事
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
適
切
な
配
慮
が
で
き
る
よ
う
対
応

要
領
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
い
サ
ポ
ー
ト
シ
ン
ボ
ル

（
障
害
者
サ
ポ
ー
タ
ー　
シ
ン
ボ
ル
）

　

「
愛
情
」
の
「
愛
」
、
私
の
「
I
」

に
共
通
す
る
「
あ
い
」
と
、
支
え
る
、

応
援
す
る
意
味
の
「
サ
ポ
ー
ト
」
を
組

み
合
わ
せ
、
障
害
の
あ
る

方
を
優
し
く
支
え
、
自
分

の
意
志
で
行
動
す
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
　障
害
者
地
域
生
活
支
援
拠
点
を

大
竹
市
に
整
備
し
ま
せ
ん
か

問　

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備

で
国
の
示
し
た
指
針
に
よ
る
と
、
拠
点

の
機
能
に
は
相
談
事
業
は
も
と
よ
り
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
機
能
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
整

備
に
向
け
て
の
準
備
状
況
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

答　

平
成
27
年
3
月
に
策
定
し
た
第
４

期
障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る
重
点
取
り

組
み
事
項
と
し
て
、
地
域
生
活
支
援
拠

点
の
整
備
を
挙
げ
て
お
り
、
廿
日
市
市

を
含
め
た
障
害
福
祉
圏
域
に
お
け
る
整

備
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

実
現
す
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

おおたけ手をつなぐ育成会
クリスマス会
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